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第 号 平成３０年１月発行 

防災性の向上と良好な住環境の形成に向けた

まちづくりに取り組んでいます！ 

尾久地区の更なる安全を目指し、 

まちづくりに関するアンケートを実施しました！ 

     不燃化特区 

『防災まちづくりフェア』を開催しました！ 

  

不燃化推進特定整備地区

アンケート配布エリア

尾久中央地区地区計画

　尾久地区では、平成２１年度に密集市街地整備促進事業を導入し、平成２６年度には、東京都

の木密地域不燃化１０年プロジェクトに基づく「不燃化特区（不燃化推進特定整備地区）」に指定

され、老朽木造建築物の建替えや除却に対する助成制度を設けるなど、防災性の向上と良好な住

環境の形成に向けたまちづくりの取り組みを進めています。

　また、尾久中央地区では、地域住民の皆様と区が協働して、災害に強いまちを目指したまちづ

くりルールを検討し、地区計画として定めています。尾久地区では今後も引き続き、安全で住み

よいまちづくりに向けて取り組んでまいります。

　尾久地区の一部の地域では、更なる安全な地

区を目指した今後のまちづくりを検討するため、

『まちづくりアンケート調査』を実施しました。

◆今後は、西尾久一・二・三丁目の一部、西尾久 

　五・六丁目の地域でも、まちづくりアンケート

　の実施を予定しています。

        
〔実施概要〕 

調査対象：東尾久一・二・三・四・六丁目、町屋

四丁目の一部、西尾久一丁目の一部の

関係権利者（土地・建物所有者） 

実施期間：平成 29 年 10 月 6 日～ 11 月 13 日 

実施方法：①ポスティング（地区内権利者）・郵送

（地区外権利者）配布、郵送回収 

②インターネット 

Ｎ

　平成 29 年 12 月２日（土）、ゆいの森あらかわにて『防災ま

ちづくりフェア』を開催しました。 

　今回は、区民の方々に防災への意識と興味を高めていただくよ

う、基調講演やまちづくりパネル展示に加え、大人から子供まで

楽しみ、学べるよう、防災ワークショップやアニメ上映、防災見

学ツアーや消防体験等、様々な企画を行いました。 

　尾久地区では火災の延焼遅

延や地域防災活動の充実など、

防災性の向上を目的とした防

災スポットの整備を進めてい

ます。現在、3 箇所の防災ス

ポットを開設し、新たに 3 箇

所の整備を行っています。

　日頃は憩いの場としてご利

用ください。  
 

    都市防災不燃化促進事業

防災スポットの整備

補助 90 号線第二地区は平成 30 年度で事業終了します！
　荒川区では、都電通り「補助９０号線第二地区」

（熊野前交差点から荒川遊園地前までの防火地域

内）で、耐火建築物を建築する費用の一部を助

成する、都市防災不燃化促進事業を進めていま

す。補助９０号線第二地区は、平成３０年度で

事業終了（平成 31 年 2 月建築分まで対象）と

なります。耐火建築物への建替えで助成金を受

け取れる最後のチャンスです。ぜひ、区窓口へ

相談にいらしてください。 補助 90 号線第二地区 区域図 

　上記の他に不燃化特区全域を対象とした老朽木造建築物の建替えや、危険老朽建築物の除却の

助成制度もございます。詳しくは、下記問合わせ先まで。
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アンケートの集計結果

☆アンケートの配布・回収結果

　●配布数：12,709 票　　●回収数：3,202 票　　●回収率：25.2％

☆主な集計結果

(A) まちの環境　①道路交通環境について

1 . 全く感じない 2 . 感じない 3 . どちらともいえない 4 . 感じる 5 . 大いに感じる わからない

1 . 全く感じない 2 . 感じない 3 . どちらともいえない 4 . 感じる 5 . 大いに感じる わからない

1 . 全く感じない 2 . 感じない 3 . どちらともいえない 4 . 感じる 5 . 大いに感じる わからない

●道路の広さが十分か、歩行者等の安全性の確保がされているかについて “そのように感じら

　れない” という評価となっています。

道路において自動車や歩行者などの交通は安全である

身近な生活道路の広さは十分確保されている

自動車の騒音・振動もなく静かである

公共交通の利便性が高い
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3.7

評価の平均0% 20% 40% 60% 80% 100%

(A) まちの環境　②安全性・防災性について

●災害におけるまちの安全性や、緊急車両の通行の容易さについて、“そのように感じられない”

　という評価となっています。

緊急車両 ( 消防車、救急車等 ) が地区内に容易に進入できる

地域の取り組みとして防災訓練等が行われている

夜間でも安全に歩くことができる
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評価の平均0% 20% 40% 60% 80% 100%

火災・災害時においてもまちは安全であり備えもできている

防犯体制が整っており、治安が良い

(A) まちの環境　③居住環境について

●お隣の建物との間隔は十分確保できているかについて、“そのように感じられない” という評

　価となっています。

お隣の建物との間隔は十分確保できている

日当たりや風通しは十分確保できている

今住んでいる建物は十分広い

3.2

2.6

2.9

評価の平均0% 20% 40% 60% 80% 100%

(B) まちの将来像　①将来どんな街になったらよいか ( 複数回答 )

●地震や火災に強い安全・安心なまちが最も望まれる将来像として挙げられています。

地震や火災に強い安全・安心なまち

広域避難場所まで安全に避難できる道路の整備されたまち

建物が密集していないゆとりのあるまち

身近な公園が整備され、オープンスペースや緑の豊かなまち

その他

(B) まちの将来像　②今後のまちづくりについて、どんな進め方がいいか ( 複数回答）

●地区内で問題のある箇所の改善やまちづくりのルールをつくり改善していくことが多く選ば

　れています。

地区内で問題のある箇所を部分的に改善する（交差点改良・公園の造成など）

住民と行政とでまちづくりのルールをつくり、少しずつ改善する

再開発や土地区画整理事業などにより地区全体を一挙に改善する

その他

0 500 1000 1500 2000 2500

2201

1135

1285

209

1136

0 500 1000 1500 2000

1662

1823

1079

181

☆主なアンケートの自由意見

●道路が狭く、自転車が多い。特に年配の方の通行が危ない。

●密集地区の改善など、地震に強い街にしてほしい。

●周りに高い建物が建てられ、空が狭く見えるように感じている。建物の高さ制限を地域ごとに条例で決めて

　ほしい。

●道路が狭く、３階建てや中層マンションなどが建ち、日当たりが悪くなって困る。

●緊急車両が入れない路地が多く、危険を感じている。

●火災に強い街づくりができればよいと思う。

アンケートの結果を踏まえ、
　　　　　　まちづくりの検討を進めます！

今回実施しましたアンケート調査の結果を踏まえ、今後、以下の手順でまちづくりの検討を進めます。
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